宮崎労働局労働基準部安全衛生課

　安全衛生自主点検表（建設業）について

　

  　　　平成１６年の死亡災害１５人（速報値）のうち９人が建設業で発生しており、死亡災害総数に占める割合が６０％と高くなっております。

また、ここ数年でみても全産業の約半数を占めており、その内容をみると車両系建設機械による災害、墜落、転落による災害、地山崩壊等による災害でその多くを占めており、これらは安全衛生管理体制、安全衛生教育、作業の安全管理等基本的な労働災害防止対策が徹底されていれば防ぐことができたと考えられるものもあります。

このため、基本的な事項を点検するための安全衛生自主点検表（車両系建設機械関係、高所作業関係、掘削作業関係）を今回掲載しましたので、これにより現在の安全管理体制や作業の安全管理の実態を改めて点検していただくことにより、事業場における安全水準の向上に役立てていただくようお願いします。

安全衛生自主点検表はこちら

・ 車両系建設機械関係（PDF：107KB）

・ 高所作業関係（PDF：106KB）

・ 掘削作業関係　（PDF：107KB）

